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 第３章「Machine Learning Techniques」では、機械学習の概要と、本研究で用いられる
機械学習手法、具体的には、「Support Vector Machines」、「Naive Bayes」、「Bayesian 
Netowrks」、「AdaBoost」、「Random Forest」および使用するソフトウェアと機械学習にお
ける評価手法について整理・概説する。 
 第４章「Classification of Protein Named Entities using Orthographic, Morphologi
cal and Proteinhood Features」では、タンパク質名同定のために、機械学習アルゴリズム
が入力属性として用いる特徴について述べ、上述の 5 種類の機械学習法を、GENIA コーパスに
適用・評価した結果を述べる。既存研究でよく用いられる綴り字の特徴と語形的特徴の他に、




 第５章「Web-based Protein Named Entity Identification Model」では、タンパク質名
の同定精度をさらに上げるために、Web 上の外部リソース MEDLINE を用いて計算する Protein
-Score を新たな特徴として提案する。この特徴を用いて実験・評価をした結果、さらに精度
を上げることが可能なことを示した（f-measure：92.2%）。 
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